
取組み方針①：先進地のまちづくり事例を習得し、知見の共有を図る。  
（１）先進地視察会及び合同勉強会の企画・開催 

１）開催概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



①視察先 
 

②視察スケジュール 
日 時 内 容 備 考 

 
 

  

  



③参加者名簿 

２）視察内容 
【視察先位置図】              

  

   

羽田空港 

①柏の葉アーバンデザインセンター 

②二子玉川エリアマネジメンツ 

③グリーンスプリングス 

0        5       10km 



３）各視察先の概要 
①柏の葉アーバンデザインセンター（ＵＤＣＫ）（千葉県柏市） 

◆ 公・民・学のステークホルダーによる共同運営 

公・民・学の 8 つの構成団体による共同運営を基本としており、様々な経費
は各構成団体の持ち寄りにより賄っている。加えて関係公共団体や各種専
門機関が、協力団体として UDCKの活動を支えている。 

◆ プラットフォーム型の組織運営 

独立した事業体ではなく、まちづくりに係わる多様な主体が UDCK という場
に柔軟に関与し、連携するプラットフォーム型の組織運営を志向している。 

◆ UDCKを支える二つの法人組織 

 【一般社団法人柏の葉アーバンデザインセンター】 

       ………調査研究・計画提案・デザイン調整等を担う 

 【一般社団法人 UDCK タウンマネジメント】 

       ………公共空間の管理運営を担う 

ピノキオプロジェクト 

秋の休日に町中のお店で子供たちが働

く体験型のイベント。小学生で体験した

子が高校生や大学生になり、企画・運営

に参加している。 

UDCK(柏の葉アーバンデザインセンター) 

地域をベースに、市民と行政、企業、大学

など多様な主体が連携して街づくりを進め

ていくための拠点 

柏の葉アクアテラス 

自然共生型の親水空間として貯水池を

整備。柏市や地域との役割分担による管

理運営を行っている。 



まちの健康研究所あ・し・た 「あるく」・「しゃべる」・「たべる」のテーマに沿ったまちの健康づくり拠点。 

施設内にはそれぞれのテーマに関わるブースがあり、どの年代にも役に立

ち、楽しめる最先端の健康体験/情報の提供が行われている。 

2022年 2月末現在の会員は約 3,200名。 

こんぶくろ池自然博物公園 広さ約 18.5ha（東京ドーム約 4 個分）の、森と湧水からなる自然公園。都市に

残された貴重な自然の森に 4つの池がある。 

NPO 法人こんぶくろ池自然の盛を中心に、生態系の調査並びに園路等利用

環境の整備が継続的に進められている。 

また、NPO と UDCK が共催でイベントを開催し、若い世代からの多数の参加

を獲得するなど、積極的な取組が進められている。 







座学のようす 

歩道には歩きたくなる工夫が凝らさ

れている。 

線路の高架下には店舗が立地してお

り、駅とその周辺部の賑わいに寄与

している。 



柏の葉アクアテラス。大雨時には調

整池として機能するが、平時は憩い

の場として整備の高質化が図られて

いる。 

こんぶくろ池自然博物公園。都市に

隣接して里山として管理されている

自然公園であり、まちを一歩踏み出

せば手つかずの自然が残っている。 

駅前の建物「ＫＯＩＬ」では、様々

な企業が入居しており、ビジネス活

動を支えるための多様な視察や設

備、交流・共創のための仕組みやス

タートアップ支援のプログラムが揃

っている。 



②一般社団法人 二子玉川エリアマネジメンツ（東京都世田谷区） 

◆水辺空間利活用 

住民・企業からの企画提案を取り入れた水辺空間利活用のイベントなどを実施し、利益を地域へ還元

する。 

◆公益還元 

二子玉川の自然資産である多摩川と水辺環境の保全と安全利用の意識を普及・啓発することを目的と

した活動「かわのまちアクション」を定期的に行う。 

◆まちづくり支援・協力 

まちづくり活動を支援し、まちの新たな魅力向上をめざして水辺とまちなかをつなぐ企画などを推進す

る。 





青空デッキ。 

駅前から続くペデストリアンデッキ

上に、市民農園が整備されている。 



２F ペデストリアンデッキの歩道空

間両側には様々な樹種や植物が植え

られており、緑豊かな空間が創出さ

れている。 

駅前ではシェアサイクルの設備が整

っており、数台は既に貸し出されて

いることからも、駅周辺での自転車

利用が盛んであることが窺える。 

二子玉川河川敷では、河川敷を活用

したフードトラックやスペースのレ

ンタルなど、水辺空間が新しい地域

の交流拠点となるようにまちづくり

プロジェクトが進められている。 



なだらかな階段状の「カスケード」（長さ約

120ｍ）には水が流れ、開放感がある。 

かつてこの地にあった飛行場の“滑走
路”をモチーフした階段状のスロープ 

地域の在来種を植栽し、併せて配置さ

れたビオトープにより豊かな水景が楽し

める。 

自然を感じられる広場 

広場に面する商業エリアの一等地をまち

の“リビングルーム”として開放し、来訪

者が自由に使用できる。 

まちの“リビングルーム” 

【事業名称】（仮称）立飛みどり地区プロジェクト 

【事業主】株式会社立飛ホールディングス 



座学のようす 

ライトアップされたカスケードは周

囲の雰囲気とうまく調和し、良好な

都市景観の形成に寄与している。 

夜間でも、まちの「リビングルー

ム」は人でにぎわっている。 



隣接している国営昭和記念公園の銀

杏並木。紅葉が美しく、来訪者を心

地よく出迎えてくれる。 

昭和記念公園内では、市の地場産業

などを活用した楽市が開催されてお

り、多くの人でにぎわっている。 



４）受入先への質問事項















  
 



 





























７）取組み成果と今後の課題 
【取組み成果】 

 

【今後の課題】 



 





 

 





 

  


